














 

先天異常の出生前診断と出生後処置の関係は,“better perinatal care"のためにきわめて

重要な因子である。順天堂大学医学部附属病院では,関連施設も含めて,数年前から産婦人

科を中心としてこの問題にとり組み,ある程度の成果をあげすでにいくつかの報告をして

来た。多種多彩な先天異常のなかで,外科的治療の対象となりうる疾患の出生前診断の意義

はとくに大きいと考えられる。すなわち,新生児期に治療を必要とする先天性外科的異常の

診療にあたって,早期診断はより良き治療成績のためにきわめて重要であることは,小児外

科学黎明期の「“golden hour"内の治療がすべてを決す」という言葉ほどではないまでも,

今日でもかわらない真理である。したがって,単純に考えれば,何らかの外科的異常の存在

が出生前に診断された新生児の治療成績には飛躍的な向上があることが期待される。しか

し,いくつかの論文あるいは1986年5月第23回日本小児外科学会総会のパネルディスカッ

ション(司会平井慶徳,里村紀作)「出生前診断と小児外科」の多くの報告からも明らかなよ

うに,現状では予想通りでないことも明らかな事実である。その主たる原因は,出生前診断

が超音波断層検査法によって,比較的簡便かつ正確になされるようになり,それに附随して

母体搬送,新生児緊急搬送などが迅速かつ円滑におこなわれるようになってから,従来は外

科的治療の対象となる以前に不幸な転帰をとっていた重症例までに新生児外科の手がさし

のべられるようになったためであると考えられている。しかし,小児の生命は胎内で受精が

起った時点にはじまるという小児医学の原点に立つならば,この理由をあげて手を拱いて

いるわけにはいかない。また,次世代の生産のための医学という産科学の原点に立っても,

この現状の改善は大きな問題である。すなわち前言した“better perinetal care"という

簡単な言葉だけでは表現し切れない多くの複雑な問題点を提起してくれている現実とも考

えられる。 


